
魃 中高年の労働・生活と健康に関する調査研究

(中間報告)

藤岡光夫,布川日佐史,石橋太郎

I.は じめに

現代社会における健康問題の中で,長時間労働や精神ス トレスを背景とする脳血管疾患や心

疾患等による過労死問題は,国際的にも関心の高い社会経済的問題である。また,従来は成人

病と呼ばれていた癌や循環器疾患,肝臓疾患などの疾病は,最近では生活習慣病といわれ,睡

眠,食事,飲酒,喫煙,運動などの生活習慣との強い関わりが指摘されている。しかし,それ

らの生活習慣には,個人的な責任のみでなく,労働条件や所得,家族状況,住宅事情,生活環

境,社会資源等々の社会経済的な要因が関連していると考えられる。また,その一方で,健康

問題はそれが社会や経済に与える影響も少なくなし、 自治体行政においても,このような生活

習慣病の蔓延を放置すれば,医療費や福祉費の大幅な財政負担を避けることはできず,健康増

進と予防は非常に重要な行政課題となつている。

国際的にみれば,Wl10(世界保健機構)の Health For All計画のもとで,健康問題への取り

組みの大きな潮流がある。1987年のWl10アルマ・アタ宣言では,健康支援のための国際的な基

本指針として以下のような宣言がなされた。「本会議は,健康,すなわち単に病気や虚弱でない

だけでなく,身体的にも精神的にも,そ して社会的にも良好な状態であること,が基本的な人

間の権利であり,可能な最高水準の健康への到達が,保健分野に加え他の多くの社会的経済的

分野の行動を必要とする最も重要な世界的な社会目標であることを再び強く断言する。」

このような方針を受けて,各国で健康支援の計画が策定されてきた。その 1つであるイギリ

スの “m‐ Healthier Nation"(1998年)では,その目的を,すべての人々の健康づくり,と

くに,もっとも条件の不利な人々の健康を改善することにおく。そこでは,病気の根源的な原

因は非常に多様であり,運動や喫煙,食事による個人の生活習慣による影響があるが,それだ

けではなく,貧困,低賃金,失業や水準以下の住宅,不十分な教育,犯罪,混乱,環境汚染や

レクレーション施設の不足などの社会経済諸要因にも起因しているとしている。

このような背景の中で,わが国においても健康問題の改善が国民的な課題として認識される
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にいたり,2000年に国の「健康日本 21」 計画がスタ‐ 卜し,2002年にはこの法的根拠として

「健康増進法」が制定された。現在全国各地の自治体で健康支援のための計画づくりが進行し

ているが,自治体において健康支援計画を策定し,効果的な政策・施策にいかしていくために

は,客勧的な健康問題をめぐる実態把握が不可欠である。

このような地域の抱える問題に対して,われわれは,健康問題と社会経済的諸要因との関連

を科学的客観的に把握することの重要性をふまえ,地域貢献事業の一環として,「少子・高齢社

会における労働 ノ生活と健康に関する社会統計的調査研究」プロジ土クトを立ち上げ,自治体

における生活・健康調査を協同で実施し,それに基づく保健計画策定を支援してきた。その内

容は,①子育てと母子の生活・健康調査,②中高午の労働・生活と健康調査,③高齢者介護と

介護者の生活・健康調査の3分野である。いずれも,現在も調査研究は継続中であるが,本稿

では,そのうちで,中高年の健康問題について,中間的な成果を報告する。なお,この問題に

関する調査の協働関係にある自治体は,都市地域では静岡県富士宮市,大阪府吹田市,町村地

域では熊本県菊水町 (有明保健所と共同),北海道Tjll町 銘 寄保健所と共同)である。これら

の4地域の中で,菊水町の調査研究は,2001年度から始まり先行しているが,他の3地域は2002

年度に始まつたもので,現在,後述の調査過程で示される基礎研究や基礎調査を行つている段

階である。また,静岡県の他の市町村についても調査を検討中である。そこで,本稿では,熊

本県菊水町の調査結果について,健康問題の背景にある労働関連要因と生活習慣要因に関して

調査結果の一部を用いて概要を報告する。

Ⅱ.中高年の労働・生活と健康状態に関する統計的観察

本プロジェクトでは,地域課題に対応して調査を実
換

しているが,その前提として,全体的

に労働:生活と健康をめぐる状況に関して,政府統計による観察をしておきたい。

上畑鉄之丞氏らの過労死研究の中では,脳血管疾患や循環器疾患の発生にいたる労働要因と

生活要因,さ らに身体異常の発生に関して,関連する要因が整理されている。そこでは,健康

破壊につながる労働要因として,「肉体労働の過重負F_」 ,残業や深夜労働,休日なしの労働な

ど「生体リズムに反する労働負F_」 ,多重な責任負担や単身赴任,不本意な配転・出向など「情

動ストレスによる過重負担」の3要因が指摘されている。こられの要因の背景として,生活習

慣要因として睡眠,休養,飲酒,喫煙,食事,運動などがあげられ,その結果の身体変化とし

て,疲労の蓄積,血圧の上昇,こ舶量の増大,血流障害,血管壁の障害,その他の諸障害が引
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き起こされるとしている。本調査結果を報告する前に,政府統計で,これらの諸要因に関連す

る項目にういて簡単に観察を試みておきたしヽ

表 1 性年齢別にみた普段の仕事での身体の疲れの程度別労働者割合 (1997年 )

表1は,労働者の疲労状況についてみたものである。普段の仕事で疲れる者の割合は全体で

は72%である力ヽ 男性では,40歳代が,女性では,30歳代がもつとも多く,それぞれ 74.6%,

77.9%と なつている。また,表 2では,この疲労の程度を労働時間別でみたものが示されてい

るが,労働時間が長くなるにつれて,疲れる者の割合が増えていることが分かる。表には示し

ていないが,深夜勤務との関連では,疲れる者 (カ ッコ内は「とても疲れる者」)の割合は,際

夜勤務あり」で 78.3%(17.40/Ol,「なし」で 71.0%(10.9%)と差が大きい。表 3の疲労の回

復程度について,「翌日に疲労を持ちこすことがよくある」,「いつもある」者の割合は,男性で
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は50歳代,女性の30歳代で多くなつていることが分かる。大きな差はないが,傾向的には,

男性の場合,40歳代で疲労感が高くなり,50歳代で疲労回復状況の悪化がみられる一方,女性

の30歳代においては,疲労感も疲労の回復程度も,他の年齢層に比べて状況が悪いことが把握

しうる。次に,表 4で精神ストレスについて観察すると,仕事や職業生活に関する強い不安,

悩み,ス トレ不が有る者の割合は,疲労の場合と同様に,男性の40歳代

“

90/opと ,女性の30

歳代 (65%)でもつとも多くなっている。その内容は,男女とも,上位 5位までを,職場の人間

関係の問題,仕事の質の問題,仕事の量の問題,仕事への適性の問題,昇進,昇給の問題が占

める。

表2 1日の労働時間別にみた普段の仕事での身体の疲れの程度別労働者割合 (1997年 )
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表3 疲労の回復状況別労働者割合 (1997年 )
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表 5 生活習慣と身体状況

表 5は,生活習慣に関わる要因の中で,飲酒,喫煙,運動者の割合を,身体状況について,

肥満と血圧を男女年齢別に比較したものである。これによると,飲酒習慣は圧倒的に男性が多

く,と くに40,50歳代で 6割前後の高率を示している。喫煙習慣も男性の方が高いが,女性

の 20,30歳代で相対的に高い傾向が見られる。肥満者割合は,男女とも年齢とともに高くな

っていくが,男性 40,50歳代では 3割の者が肥満となつている。高血圧の割合については,

肥満と同様に年齢とともに上昇していくが,男性 40歳代で35%,50歳代では44%,女性 50

歳代で37%と ,これらの年齢層で4割前後の者が,循環器疾患の高危険因子をかかえているこ

と力`分かる。

表6の 自党症状をみると,全身症状で「体のだるさ」を訴える者は女性の方が多く,女性の

35～54歳層では,7割前後がその訴えをしている。不眠・睡眠障害については,女性が男性の

ほぼ2倍の割合で多く,年齢とともに上昇しており,女性 35～44歳で 17%,45γ54歳で30%

を占めている。動悸に関しても,睡眠とほぼ同様の傾向がみられる。息切れは,45γ54歳層で

急に上昇するが,女性では,2割の者がその訴えをしている。腹痛・胃痛の訴えでは,男性の

35～54歳層で 25%前後,女性では,30%前後の割合を占める6肩こりでは,女性が男性のほ

ぼ2倍程度のきわめて高い訴え率が把握できる。腰痛も女性の方が高率であるが,男女格差は

35～54歳層では,大きくはないといえる。
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中高年の労働 0生活と健康に関する調査研究

次に表 7で,主な疾患別に受療率の推移をみてみたい。受療率がとくに高い疾患は,

高血圧性疾患と筋骨格系疾患であるが,1979年以降 20年間で,脳血管疾患,糖尿病 ,

悪性新生物 (癌)は,顕著な上昇傾向にあることが分かる。循環器疾患の中で,心疾患

と脳血管疾患の対比では,1979年時点には 168対 199で あつたが,1999年 には 181対

288と 差が拡大し,脳血管疾患の受療率上昇の特徴が際立っている。受療率の男女年齢

別の比較でみると,高血圧症の男女差は,45歳で逆転し,45歳以降女性の方が高くな

つているが,糖尿病は,女性よりも男性で高く:男性の 45歳以降で急に上昇しているこ

とが示されている。癌については,男性の方が高いが,30歳代以降,54歳までは,女

性の方が高率である。年齢総数でみると,脳血管,心疾患,筋骨格系疾患では,いずれ

も女性の受療率が高い。しかし、40歳,50歳代では,脳血管,心疾患において,男性

の受療率が女性の受療率を大きく超えている。

表 8により,死因別の死亡率を比較すると,1980年以降 20年間で,先にみた受療率

では上昇を示した脳血管疾患において,そ の死亡率は著しく低下してきたことが分かる。

同様に,受療率で上昇を示した悪性新生物,糖尿病については,死亡率は停滞ないし微

減状況にあることも示される。男女差では,すべての疾患で男性が女性を上回つている。

ただし,高血圧症では,男女差が小さい。         .

このように,生活習慣病の要因とされる生活習慣の分析をする際には,労働と関連す

る疲労や精神ス トレスなどの問題を無視,軽視することはできず,生活習慣と労働要因

を総合的に検討することが必要であるといえる。疾病に関しては,男性は,循環器, と

くに脳血管疾患の受療率も死亡率も女性に比べて著しく高率であることが把握しえた。

しかし,循環器疾患の重要な危険因子である高血圧に関しては,女性において受療率が

高い特徴があり,さ らに睡眠障害や動悸・息切れ,肩こりなどの自覚症状の訴えが多い

傾向がみられた。したがって,女性の場合は循環器疾患の発症や死亡にはいたらなくて

も,疲労やストレスの蓄積が進み,健康問題を抱えている強い可能性が示されている。
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資料 :厚生労働省『患者調劃

表7-主要疾患別にみた受療率の年次推移

(単位 ■人口 10万人あたり)
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第5章 中高年の労働・生活と健康に関する調査研究

表 8 性 口年齢別にみた主要疾患別受療率

(単位 :人口 10万人あたり)
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資料 :厚生労働省『患者調査』

表9 主要死因別,男女別年齢調整死亡率の推移

(単位 :人口 10万人あたり)
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Ⅲ.本プ ロジェク トにお ける生活・健康調査 の方法

1.生活・健康調査と健康支援活動への展開

本プロジェクトにおける健康調査は,住民の労働・生活と健康に関わる問題を明らか

にし,住民参画と行政の政策 0施策,及び関連専門分野の連携のもとで健康支援の取り

組みにつなげていくことを目的とする。その際に,住民と行政,大学・関連専門分野は,

相互に対等の立場としてのパー トナーシップを前提とするものである。

専門視点

(公衆衛生1社会統計:経済学)

住民視点

(当事者,家族・地域の観点)

行政としての保健活動

(個別支援と健康支援施策,政策)

<直接支援><間接支援>

関連分野・専門職間の相互連携

(大学・産業,教育,医療,福祉,地城等 )々

住民自身の健康づくり活動

(個人,グル=プ,ボラオ イア活動J NPO)

2.調査の過程

本調査方法は:上記の目的のもとで,以下のような過程を踏む。

(1)基礎研究

①経験的認識,問題意識の共有

②文献学習一―現象や問題の理論的整理 (問題点,要因や要因間の関連,因果関係)

③統計利用一一公表統計,個票再集計で集団の量的把握。調査項目や集計項目に制約

④その他各種社会情報一―行政情報,民間情報;住民の活動事例,先進事例,等々

C2p基礎調査

調査・研究

[現状把握 ]

[問題点の分析 ]

[課題の整理 ]

[推測・予測 ]

[問題改善方向]
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第5章 中高年の労働 0生活と健康に関する調査研究

①ヒアリング

ーー住民や関係者グループヘのヒアリング (当事者視点の重要情報であるが,断片・誇

張情報の制約)

②少数事例の検討

―一基礎研究をふまえ,代表的な少数事例の訪問調査 (要因分解と要因間の関連把握を

行うが,代表性の客観的把握が困難,事例の偏りの危険性)

③多数事例の分析 (記述式アンケー ト方式).

一―多様な層を対象にする多数事例調査 (多数事例から共通性や違い,関連の質的分析

を行う。ただし,対象選択に制約があり,量的な関係は見えない点に注意)

(3)本調査 (統計的調査)

①調査の企画と調査票の設計

―― 調査対象を有意抽出,または全数調査。質問項目と回答選択肢。調査ボランティア

との協働。

② 単純集計とクロス集計

―一 平均的な単純集計,ク ロス集計.

③パターン分析

一一 統計的パターン研究法 (SI■ 法)に よる分析。要因の選択,各要因の分類と類型

化,類型化された要因のパターンヘの組み合わせによる分析方法。(理論的認識及び事例

研究による質的認識を前提とし,構造分析,因果関係や規則性等を検討。)

(の 結果の報告

① 行政

一一事実認識の共有,個別支援,環境整備べの公的責任。住民の健康づくり活動支援:

② 関係機関,関連専門分野

一一問題改善への社会的責任,問題認識の共有と関連分野の連携。

③住民 (報告会での検討結果の整理は下記の図参照。対象住民と調査ボランティア他)

一一住民参画による行動・活動展開の契機。ボランテイア活動,NPO活動等。
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住民の行動・

活動

行政の支援

(政策・施策)

関連専門分野の連携

(大学:専門各分野)

直ちに実現,実施可能

予算措置等,準備が必要だが,実現可

能

必要ではあるが,今後の検討課題

3.熊本県菊水町における住民の労働・生活と健康調査の概要

本調査は,熊本県菊水町,熊本県有明保健所及び静岡大学の協働の調査として実施さ

れた。調査目的は,「働き盛りの健康意識・生活習慣について,住民参画による保健活動

展開のための調査を行い,調査結果を基礎に地域保健活動を効果的に推進すること」と

された。調査期間は,2002年 4月 15日 ～2002年 4月 23日 とした。なお,こ の調査の

準備のために 2001年 9月 以降,文献や資料,統計の吟味検討,事例調査,記述式アン

ケー ト調査を行つたが,それらの過程すべてにおいて,地域貢献活動め二環として静岡

大学の本プロジェクトにおいて指導・助言を行つてきた。

本調査の調査対象は,菊水町に居住する以下の年齢層の住民であるが,外国籍及び町

内の特別養護老人ホームと精神薄弱者更生施設に住所を有する者は除いた。中心となる

中高年層は 35～ 54歳の 1752名 (全数)と して,比較のために 20～ 34歳 ,946名 中 418

名 (無作為抽出),55～ 69歳 ,1378名 中430名 (無作為抽出)を調査対象とした。合計

は,4076名 中 2600名 となる。調査票は,対象者全員へ郵送し,回収は,調査ボランテ

ィア (40行政区の健康推進員 43名 )に よつたが,一部持参回収もあつた。回収数は,

1702枚で,回収率は 65.5%,有効回答数は,1573枚であった。

4.調査結果

本調査の調査項目は多岐にわたるが,主な内容は以下の通りである。会社や事業所な

どの業種 (産業),職業;従業上の地位,事業所規模,通常の仕事以外の副業,性別,午

齢,家族構成,仕事の健康への負担度,介護 :家事・育児め負担度とそれに関わる時間,

労働時間,通勤時間,勤務時間帯;自 宅への持ち帰り仕事の有無,休 日とその過ごし方,

仕事を体めない理由最近の体調,ス トレスを感じる程度:睡眠状況,疲労の回復度;自
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覚症状,ス トレスの原因,ス トレスの解消方法,自 分及び家族の健康への配慮,身体状

況の自己チェック,健康関連情報の収集,血圧 と血圧に関連する知識,食事,飲酒状況

と飲酒意識,喫煙 と喫煙意識,運動,健診の受診 とその後の対応,受療状況,罹患疾患,

健康支援活動のニーズ,健康行動への意欲等であつた。

現在,本調査については,基本的な男女年齢男1集計を終えた段階で,今後,本格的な

分析に進んでいく予定である。ここでは,調査の中間報告と,し て集計結果の中で,疲労

やス トレス,生活習慣に関わる部分の一部を紹介する。なお,表中の数字の計には,不

明が含まれるため,各項目の合計とは一致しない。また,実数については,最初の表の

み示し,以後の表については,構成比のみ示 した。

表 10の ス トレス感については,男女とも 35歳から45歳層で強く感 じるものがもつ

とも多く,それぞれ 18:4%,19.5%を 占めている。表 11の疲労蓄積についても,翌日

まで残るもの (3「あまりとれていない」,4「まうたくとれていない」の計),ス トレ

スと同様に 35歳から45歳層でもづとも高い比率がしめされているが,女性のほうがや

や高い値 (39.4%)と なつている。全国的傾向では,男性のス トレス感が強かったが,

ここでは女性の方が高い傾向が示されている。

表 12の仕事の健康への負担感では,「かなり負担である」,「やや負担である」の計で

は,男女とも 35歳から45歳層でもつとも高いが,「かなり負担である」者の割合は,

男性の 45歳から54歳層で高く 12.4%,女性の 20歳から34歳でも 13.5%と 高い。 表

13の家事,育児の負担感では,女性全体で,「当たり前と思つている」者の割合が 41.5%,

「しなくてはいけないことなので負担感はない」力` 21.1%を示す一方で,「身体が疲れ

ているときには負担になる」が43.2%,「家族の協力がほしい」13.2%と ,労働と家事の

負担が女性に集中している。これらの訴えが,女性の 35歳から54歳層でとくに強い。

表 14の職場でのストレスの原因では,男性では,,仕事量が.多いことによる負担,人員

削減による仕事量の増加,残業や休日労働,休日が少ない,予期しないことの発生,不

景気だからやむをえない,仕事の将来の不安などが高い割合をしめているが,35歳から

45歳では,仕事量の多さ,不景気,将来の不安がとくに高い6女性では,仕事量の多さ

や増加,休日不足,予期しないことの発生,不景気,職場の人間関係,仕事の将来の不

安などで高いという特徴がみられる。表 15の家庭内:でのストレスに関してみると,女性

の場合,嫁姑の人間関係,子どもの教育, しつけ,病気等,自 分の行動に対する干渉,

自分の健康や,時間に余裕がない,こ となどが,高い割合で示されている。
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このような仕事での身体疲労の蓄積や精神的ス トレスが多い中で,生活習慣への影響

が懸念される。表 16の睡眠状況では,男性に比べて女性で,適正睡眠時間に足らない6

時間以下の睡眠時間の占める割合が高い。とくに,女性の 35歳から45歳層では 61.5%

の高い割合となつている。

表 17の 1週間の就業時間は,男性で 49時間を超える長時間労働者の割合が多く,男

性の35歳から45歳では,46.3%の高い値がみられる。表18の仕事を休めない理由では,

家族の生活をまもるため,仕事の予定・期日による制約,仕事の担当責任,職場に迷惑

をかける,自分がしないと仕事が進まない等が,男性中高年層でとくに高い割合がみら

れる3女性中高年層では,家族の生活,仕事の担当,職場への迷惑が高い値で示される。

表 19の血圧をみると,男性の 45歳から69歳 ,女性の 55歳以降で 140以上の値を示

すものが急に増える。表 20の食生活の中で,野菜摂取状況をみると,ほんとんど毎食食

べる者の割合は,女性で 45。 3%と なっているのに対して,男性では 29.7%と 非常に低い

値となっている。表 21・ の飲酒習慣では,週に 5日 以上飲酒する者の割合は,女性では

6.7%で あるのに対して,男性では 44.6%の 高率となっている。男性の 45歳から 54歳

では 53.4%と 一層高い。表 22の飲酒に対する意識では,男性では,楽しみや,適量は

健康にいい,疲労回復,ス トレス発散など飲酒を肯定的に捉えている者の割合が多いこ

とが分かる。表 23の喫煙習慣では,習慣のないものは,女性で 84.7%で あるのに対し

て,男性では半数以下の 41.6%で ある。表 24の喫煙意識では,気分が落ち着く,ス ト

レス解消や休憩など肯定的意見が多い一方で,やめたいがやめられない (23.6%),か ら

だに悪い (42.8%),吸 おうとは思わない (43.8%),人 に迷惑をかける (26.9%)な ど

の否定的意識もみられる。最後に運動習慣では,表 25で習慣がない者の割合が,男性で

75。7%,女性で 79。2%の高率であることが把握しうる。表 26その理由では,仕事で疲れ

ている,時間がない,が男女とも多く,個人責任だけでは実践しがたいことが分かる。

このように、本地域においても,男性では過重労働や労働と関わる精神ストレスの問

題,不適切な食生活,過剰飲酒,喫煙習慣,運動不足の問題が大きいことが把握しえた。

一方女性では,労働負担に加えて家事負担とそれらに伴う疲労と精神ス トレスの蓄積が

進んでいることが示された。さらに生活習慣では,適正な食生活 (一部のみしか示して

いないが)に心がけ,不適切な飲酒や喫煙を控えているにも関わらず,運動や睡眠の不

足があり,健康問題を抱えていることが明らかになった。   '

以上,簡単に調査結果をみてきたが,今後,詳 しい分析をすすめていく予定である。
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表 10 ス トレス感の有無

回答数 (人 )

項 目 計

1.強く感じ

る

2.やや感

じる

3.あまり

感じない

4.まつたく

感じない

5,どちらとも

いえない

計 1702

男性計 101 379

女性計 84C 446

男 20-34歳 1 49

男 35-44歳 104 32

男 45-54歳

男 55-69歳

女 20-34歳

女 35‐44歳 231 4ξ 47 1

女 45・ 54歳

女 55-69歳 1 43

構成比 (%)

項 目 計

1.強く感じ

る

2.やや感

じる

3。あまり

感じない

4.まつたく

感じない

5。どちらとも

い′L・まい

計 100.C 22.C

男性計 100。C 14.〔 24.3

女性計 100。 C 52.5

男 20-34歳 100。 C 50.C 24.[

男35-44歳 100.C 58.1

男45-54歳 100,C 52.5 25.[

男 55-69歳 100.C 45.G 30.4

女20-34歳 100.C 52.4 4.C 4.8

女 35-44歳 100.C 20.〔 0.4

女45-54歳 100.C

女55-69歳 100。 C 46.| 27.4
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項 目 計

1.充分と

れている

2:だいた

いとれて

いる

3.あまりと

れていな

い

4。まつたく

とれてい

ない

ユわからな

い

計 1001C 5。 2 58.( 2914 15

男性計 1∞』 5918 28.1

女性計 100.0 4コ 5a3 2,8

男20-34歳 100:C 29,0

男 35-“ 歳 100:C 58。ワ 33.C

男45…54毒薇 1001C 60.6 28:9 0.9

男55-69歳 100.C 22.4 0.8

女20-34歳 100:C 35.1 4.8

女35-44歳 100.C 4.3 54.1 34.` 5.2 1■

女45-54歳 100.C 31.C 2.4

女 55-69歳 /100.0
23.C 0.6

表 11 翌日への疲労の蓄積

構成比 (%)
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構成比 (%)

項 目 計

1.かなり

負担であ

る

2.やや負

担である

3.あまり

負担は感

じない

4。まつたく感

じない

5。どちらとも

いえない

計 1001C 33.フ 10。 2

男性計 100.C 10.5 37.3 10.2

女性計 100.C 10.1

男 20二34歳 100.0 10.2 30.〔 35.7

男 35‐44歳 100.0 10.6 49。2 22:〔

男 45-54歳 100。C 12.4

男55-69歳 100。 C 24.8 42.4 8.0

女20-34歳 100.0 13.[ 34.1

女35-44歳 100,0 35.こ

女 45-54歳 1001C 32.5 40。3 10.4

女 55… 69歳 100。 C 47.1 4.5

第6章 中高年の労働・生活と健康に関する調査研究

表 12 仕事の健康への負担感
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